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1 予算の概要 

（１） 予算の基本的な考え方 

日本経済の状況を全体で捉えると、賃金の伸びが全体的な物価上昇を下回り、

実質賃金が減少するなど、市民生活においては未だ不安定さが残りますが、雇用や

所得環境は改善しているという分析がなされています。 

日野市でも令和６年度の決算などを踏まえた総合的な判断の結果、令和２年２月

に発出した財政非常事態宣言を令和７年８月をもって解除いたしました。 

この非常事態宣言の解除に伴い、抑制していた都市基盤整備の再起動や、子育

て・教育環境を含む施設の維持管理の充実などを行う必要があることから、令和８

年度当初予算においては、古賀新市長の優先施策「３本の柱」の実現と、そのため

の５つの取り組みに重点的に予算を配分することを基本として予算編成を行いまし

た。 

市長優先施策 「３本の柱」 

● 市民の生活を物価高から守る 

● 健康で幸福度の高いまちに 

● 豊かで心安らぐ生活を 

５つの取り組み 

● 市民生活を物価高から守る経済支援策 

● 市民がより健やかに暮らすためのサービス展開 

● 安心感ある豊かな生活環境づくり 

● 将来を担う子どもたちを育む環境整備 

● 持続可能で信頼される行政基盤 

 

令和８年度当初予算ではこうした社会全体の状況を受け、市税収入や国からの

交付金などの歳入が拡大や、令和７年度における基金残高の増加などにより、結果

として市の貯金である基金残高を前年同時期比で増加させることができました。し

かしながら、物価高騰や賃金水準の上昇などを背景とした歳出拡大も顕著であり、

予算上の多額の財源不足額を基金で穴埋めしている状況には変わりはありません。 

財政非常事態宣言の解除も、財政的な余裕が生じたというわけでは決してない

ことから、引き続き歳入拡大と歳出抑制の取り組みの継続により、持続可能な財政

運営と適切な市民サービスの実現を目指し取り組んでまいります。 
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（２） 予算規模                                  

一般会計に特別会計をあわせた予算総額は、1,475 億 2,997 万円で、対前年

度比 82 億 7,033 万円(5.9%)の増となり、過去最大となりました。 

 

〔表１〕会計別当初予算額の推移                                 （単位：千円、％）    

 

※ 市立病院事業会計及び下水道事業会計は、収益的支出と資本的支出の合計です。 

 

 

① 一般会計の予算規模                           

一般会計の予算規模は、８３７億 7,５00 万円で、令和７年度と比べ、５７.０億円

(７.３%)の増となり、３年連続して予算最大額を更新することとなりました。 

令和７年度に引き続き、物価高騰や賃金水準上昇の影響のほか、民間保育園へ

の給付費や障害者自立支援給付費といった保育・障害者福祉関連の経費の増など

を背景に、扶助費が大幅に増加しています。 

また、まんがんじ児童館改築工事や豊田小学校校舎大規模改造工事、小中学校

の屋上防水修繕、平山跨線人道橋の補修工事などを令和８年度も継続して実施す

ることに加えて、市営住宅の改修工事の実施などにより、普通建設事業費について

も増加し、一般会計の予算規模が拡大しました。 

個人市民税は、人口の微増を見込んでいるほか、賃金水準の上昇による納税義

務者数の増などから、増加を見込んでいます。また、法人市民税についても、景気の

緩やかな回復傾向などから、増加を見込んでいるほか、新築家屋分の増加等に伴い

固定資産税・都市計画税についても増加を見込むなど、市税全体額で３３７億９，２

３５万円となり、令和７年度比で１５．５億円（4.8％）の増となりました。これは市税

全体で２年連続での過去最高額となりますが、他の歳入額も増加していることから、

歳入総額における市税収入の割合は 1.0 ポイント低下しております。 

年　度 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7 Ｒ8

　会　計 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7 Ｒ8
対前年度比
（増減額）

対前年度比
（増減率％）

一般会計 66,060,000 68,651,000 72,689,000 78,074,000 83,775,000 5,701,000 7.3%

特別会計 55,647,947 57,305,153 59,097,443 61,185,646 63,754,972 2,569,326 4.2%

国民健康保険特別会計 16,705,478 17,396,489 17,789,945 17,388,389 16,907,527 ▲ 480,862 ▲ 2.8%

土地区画整理事業特別会計 2,203,123 2,081,672 2,388,475 3,109,484 3,816,131 706,647 22.7%

介護保険特別会計 15,632,109 15,963,528 16,069,028 17,271,074 18,424,682 1,153,608 6.7%

後期高齢者医療特別会計 4,838,085 5,416,079 5,673,748 5,786,122 6,287,947 501,825 8.7%

市立病院事業会計 10,222,919 10,522,860 11,357,220 11,585,761 11,788,911 203,150 1.8%

下水道事業会計 6,046,233 5,924,525 5,819,027 6,044,816 6,529,774 484,958 8.0%

合計 121,707,947 125,956,153 131,786,443 139,259,646 147,529,972 8,270,326 5.9%
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 この１０年間の推移では、一般会計当初予算額は社会保障関連経費の増や物価高

騰などから 225 億円以上増加しましたが、市税収入については緩やかな右肩上が

りで推移しており、予算額と市税の乖離は広がっています。 

 

〔グラフ１〕 一般会計当初予算および市税の推移  

（単位：億円）                                                （単位：％）  
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② 特別会計の予算規模                              

 

▶ 国民健康保険特別会計 
 

国民健康保険特別会計の予算規模は、169 億 753 万円で、対前年度比 4 億

8,086 万円(2.8%)の減となりました。 

子ども・子育て支援制度が新設されたことに伴う増はあったものの、被保険者数

の減により総額は減少しています。 

▶ 土地区画整理事業特別会計 
 

土地区画整理事業特別会計の予算規模は、38 億 1,613 万円で、対前年度比

7 億 665 万円(22.7%)の増となりました。 

国の財源を活用しつつ事業進捗を図ることなどが主な要因で、この 5 年間では、

約１６.2 億円増加しています。 

▶ 介護保険特別会計 
 

介護保険特別会計の予算規模は、184 億 2,468 万円で、対前年度比 11 億

5,361 万円(6.7%)の増となりました。 

高齢化の進展や介護サービス需要の増などが主な要因で、この 5 年間では、約

27.9 億円増加しています。 

▶ 後期高齢者医療特別会計 
 

後期高齢者医療特別会計の予算規模は、62 億 8,795 万円で、対前年度比 5

億 183 万円(8.7%)の増となりました。 

高齢化の進展などによる被保険者数の増が主な要因で、この 5 年間では、約

14.5 億円増加しています。 

▶ 市立病院事業会計 
 

市立病院事業会計の予算規模は、117 億 8,891 万円で、対前年度比 2 億

315 万円(1.8%)の増となりました。 

医療機器更新の抑制などにより資本的支出は減となりますが、給与改定の影響

などにより収益的支出が増となることが主な要因です。 
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▶ 下水道事業会計 
 

下水道事業会計の予算規模は、65 億 2,977 万円で、対前年度比 4 億

8,496 万円(8.0%)の増となりました。 

東京都が実施する都道の工事に伴う下水道施設の修繕費の増や、流域下水道の

維持負担金の増などが主な要因です。 

 

〔グラフ２〕 特別会計当初予算の推移                              （単位：億円） 

 

 

※ 市立病院事業会計及び下水道事業会計は、収益的支出と資本的支出の合計です。 
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2 歳入予算（一般会計） 

（１） 歳入予算の概要 

① 総括  

市税収入全体は約 15.5 億円の増を見込み、市税全体額で２年連続の過去最大

額となると共に、個人市民税、固定資産税、都市計画税それぞれにおいても過去最

高額となります。 

各種税連動交付金についても、景気の動向が堅調に推移することなどから、全体

的に増額を見込んでおりますが、税制改正に伴い環境性能割交付金は減となりま

す。ただし、この分については、国より地方特例交付金によって補てんされることが

示されているため、地方特例交付金が増となっております。 

国・都支出金は、社会保障関連経費や、最高裁判決等を踏まえた追加給付費な

ど、扶助費の各種事業財源としての増に加え、第一子保育料無償化による影響や、

公立学校における学習者用端末の更改の実施などに伴い増加しています。 

基金（貯金）の取崩しは、定年退職が発生する年度であることから、退職手当基金

からの繰入金は増となりましたが、市税や各種交付金の増見込みにより財政調整基

金からの繰入金が減となったほか、令和７年度に実施した緊急樹木剪定・伐採事業

等への環境緑化基金からの繰入の減などにより、繰入金全体では減少しました。 

市債（借金）は、主に公共施設の建設時に発行する建設公債について、まんがんじ

児童館改築工事や豊田小学校大規模改造工事が令和７年度中に予定していた事業

内容の一部が令和８年度にずれ込んだ影響に加え、平山跨線人道橋の補修工事の

継続、市営住宅整備事業の実施などにより増加しています。 
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〔表２〕歳入の款別内訳                                    （単位：千円、％）  

 

 

 

  

款 Ｒ8年度 Ｒ7年度

増減額 増減率 Ｒ8年度 Ｒ7年度

１　市税 33,792,349 32,242,652 1,549,697 4.8% 40.3% 41.3%

２　地方譲与税 285,001 285,001 0 0.0% 0.3% 0.4%

３　利子割交付金 200,000 150,000 50,000 33.3% 0.2% 0.2%

４　配当割交付金 400,000 350,000 50,000 14.3% 0.5% 0.4%

５　株式等譲渡所得割交付金 750,000 425,000 325,000 76.5% 0.9% 0.5%

６　法人事業税交付金 630,000 530,000 100,000 18.9% 0.8% 0.7%

７　地方消費税交付金 4,700,000 4,100,000 600,000 14.6% 5.6% 5.3%

８　自動車取得税交付金 1 1 0 0.0% 0.0% 0.0%

９　環境性能割交付金 1 100,000 ▲ 99,999 ▲ 100.0% 0.0% 0.1%

10　地方特例交付金 300,000 208,670 91,330 43.8% 0.4% 0.3%

11　地方交付税 2,287,000 2,230,000 57,000 2.6% 2.7% 2.9%

12　交通安全対策特別交付金 16,000 16,000 0 0.0% 0.0% 0.0%

13　分担金及び負担金 13,627 210,215 ▲ 196,588 ▲ 93.5% 0.0% 0.2%

14　使用料及び手数料 1,311,635 1,346,381 ▲ 34,746 ▲ 2.6% 1.6% 1.7%

15　国庫支出金 15,790,286 14,670,662 1,119,624 7.6% 18.8% 18.8%

16　都支出金 14,640,921 12,824,225 1,816,696 14.2% 17.5% 16.4%

17　財産収入 162,709 139,940 22,769 16.3% 0.2% 0.2%

18　寄附金 71,250 51,250 20,000 39.0% 0.1% 0.1%

19　繰入金 4,152,627 4,276,417 ▲ 123,790 ▲ 2.9% 5.0% 5.5%

20　繰越金 400,000 300,000 100,000 33.3% 0.5% 0.4%

21　諸収入 1,337,193 1,637,486 ▲ 300,293 ▲ 18.3% 1.6% 2.1%

22　市債 2,534,400 1,980,100 554,300 28.0% 3.0% 2.5%

歳入合計 83,775,000 78,074,000 5,701,000 7.3% 100.0% 100.0%

対前年度比 構成比
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② 歳入予算の構成  

市税は市の収入の根幹・中心で、市の収入の約 40％を占めています。 

国庫支出金・都支出金は、法令などによって国・都道府県・市町村の間で負担割

合が定められている経費や、公共施設整備など特定の事業を行うための収入で、市

の収入の約 35％を占めています。 

公共施設整備のように大きな資金が必要な事業を行う場合や、市税収入などで

歳出事業の財源を賄えない場合には、繰入金（基金という市の貯金を取り崩して収

入に充てるもの）や市債（市の借金）によって経費を賄いますが、これらが合計で約

8％を占めます。 

このほか、公共施設の利用や証明書の交付などの際の使用料・手数料など、市の

事業は様々な収入によって賄われています。 

 

〔グラフ３〕 歳入の構成図                                     （単位：千円）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ その他＝地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、法人事業税交付金、自

動車取得税交付金、環境性能割交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金、分担金

及び負担金、財産収入、寄附金、繰越金
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③ 歳入予算の増減内容 

 

款 科目 Ｒ８年度予算額 対前年度比増減少（率） 

科目の説明 主な増減理由 

１ 市税 ３３７億９,2３5 万円 +1５億 4,9７０万円(+４.８%) 

市民に納めていただく市の税金で、市の

収入の根幹・中心となります。 

あらゆる歳出の財源として用いられる

普通税（市民税、固定資産税など）と使途

が特定されている目的税（都市計画税）が

あります。 

・個人市民税は、賃金水準の上昇などによる納税義務者数の増

などから、昨年度比で 9.4 億円の増と見込んでいます。 

・法人市民税は、景気の緩やかな回復傾向、市内企業の堅調な

業績推移などを見込み、4.0 億円の増と見込んでいます。 

※その他は④市税の増減内容に記載  

２ 地方譲与税 2 億 8,500 万円 ±0 万円(±0.0%) 

地方譲与税は、本来地方税とすべき財

源を、一旦国税として徴収し、国が地方団

体へ譲与するものです。 

日野市には、地方揮発油譲与税、自動

車重量譲与税、森林環境譲与税などがあ

ります。 

令和７年度と同額で計上しています。 

３～９ 都税交付金 66 億 8,000 万円 +10 億 2,500 万(+18.1%) 

東京都が徴収した都税の一定割合が、

一定の基準によって都内市区町村に按分

されて交付されます。 

利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、法

人事業税交付金、地方消費税交付金、自動車取得税交付金、環

境性能割交付金が対象です。内訳は次のとおりです。 

３ 利子割交付金 ２億円 +5,000 万円(+33.3%) 

預貯金の利子などに対する都民税利子

割が財源です。 

都民税利子割のうち約 3/5 が、都内市

区町村の個人都民税の額に応じて交付さ

れます。 

預金利率の引き上げなどに伴い、銀行預金利子などの増加が

見込まれることから増加を見込んでいます。 

４ 配当割交付金 4 億円 +5,000 万円(+14.3%) 

一定の上場株式の配当等に対する都民

税配当割が財源です。 

都民税配当割のうち約 3/5 が、都内市

区町村の個人都民税の額に応じて交付さ

れます。 

景気は回復傾向にあり、企業の配当金などの増加が見込まれ

ることから増加を見込んでいます。 
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５ 株式等譲渡所得割交付金 7 億 5,000 万円 +3 億 2,500 万円(+76.5%) 

一定の上場株式の譲渡益などに対する

都民税株式等譲渡所得割が財源です。 

都民税株式等譲渡所得割のうち約３/５

が、都内市区町村の個人都民税の額に応

じて交付されます。 

新 NISA（少額投資非課税制度）の浸透に伴う個人投資家の

増加や、好調な株式相場等を背景とし、増加を見込んでいます。 

６ 法人事業税交付金 6 億 3,000 万円 +1 億円(+18.9%) 

地方法人特別税・譲与税制度の廃止に

伴う市町村分の法人住民税法人税割の減

収分の補填措置として交付されるもので

す。 

都税の法人事業税のうち 7.7％が、都

内市町村の従業者数に応じて交付されま

す。 

好調な企業実績を背景として、増加を見込んでいます。 

７ 地方消費税交付金 4７億円 +6 億円(+14.6%) 

商品の販売・サービスの提供などの国内

取引や外国貨物の引き取りに対する地方

消費税（都税）が財源です。 

都税の地方消費税のうち 1/2 が、都内

市区町村の人口と従業者数に応じて交付

されます。 

税率の引き上げ分は、社会保障の財源

になります。 

個人消費や輸入取引が堅調に推移することが見込まれること

により増加を見込んでいます。 

８ 自動車取得税交付金 0 万円 ±0 万円(±0.0%) 

自 動 車 の取 得 に対 する自 動 車 取 得 税

（都税）が財源です。 

都 税 の自 動 車 取 得 税 のうち約 7/10

が、都内市区町村の道路延長と面積に応

じて交付されます。 

令和元年 10 月からの消費税率改定にあわせて廃止されまし

たが、旧法分の支払いが想定されるため、予算科目として残して

おくものです。 

※予算額は 1 千円ですが、ここでは四捨五入のため 0 万円と

表記しています。 

９ 環境性能割交付金 0 万円 ▲1 億円(▲100.0%) 

自動車の取得に対し課税される自動車

税（都税）の環境性能割が財源です。 

都税の自動車税環境性能割のうち約

47/100 が、都内市区町村の道路延長と

面積に応じて交付されます。 

令和 7 年度末で制度は廃止となりますが、令和 7 年度中課

税分について令和 8 年度中に徴収される分なども一部見込ま

れることから予算科目として残しておくものです。 

※予算額は 1 千円ですが、ここでは四捨五入のため 0 万円と

表記しています。 
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10 地方特例交付金 3 億円 +9,133 万円(+43.8%) 

住宅ローン減税など、国の施策により市

税が減収となります。 

この減収を補てんするために国から交

付されます。 

令和 7 年度末をもって「環境性能割」が廃止されることによ

る減収について、地方特例交付金によって補てんされることが

示されたため増加を見込んでいます。 

11 地方交付税 22 億 8,700 万円 +5,700 万円(+2.6%) 

一部国税の一定割合を財源として、地

方公共団体間の税収などの不均衡を調整

するために、一定の基準により国から市に

交付されます。 

一部が臨時財政対策債という借金に振

り替えられています。 

特殊地下壕対策工事分について、特別交付税措置割合が明

確に示されていることから増加を見込んでいます。 

12 交通安全対策特別交付金 1,600 万円 ±0 万円(±0.0%) 

道路交通法の交通反則金が財源です。 

道路交通安全対策の経費に充てるため

に、交通事故の発生件数などに応じて国

から交付されます。 

昨年度と同額で計上しています。 

13 分担金及び負担金 1,363 万円 ▲1 億 9,659 万円(▲93.5%) 

特定の事業の財源として、利益を受ける

方に支払っていただくものです。 

民間保育所の利用者負担金などがあり

ます。 

民間保育所利用者負担金について、令和７年９月より開始さ

れた第一子無償化により大幅な減少を見込んでいます。 

14 使用料及び手数料 13 億 1,164 万円 ▲3,475 万円(▲2.6%) 

施設の利用や特定の事務によって利益

を受ける方に支払っていただくものです。 

各種公共施設の使用料や証明書交付の

ための手数料などがあります。 

市立保育所使用料について、第一子無償化により減少を見込

んでいるほか、多摩平の森産業連携センターの指定管理者制度

の開始により施設利用料の収入が指定管理者に移ることなどか

ら減少を見込んでいます。 

15 国庫支出金 157 億 9,029 万円 +11 億 1,962 万円(+7.6%) 

国と市の行う事業の経費負担区分に応

じて、国が市に交付します。 

①生活保護費負担金のように法令に基

づき国と市の負担割合が決まっている「負

担金」、②特定の事業に対して交付される

「補助金」、③国民年金の事務のように本

来国の仕事を市に委託して行う場合に交

付される「委託金」があります。 

国庫負担金は、最高裁判決等を踏まえた生活保護費の追加

給付の実施や、人件費高騰に伴う公定価格見直しによる保育所

施設型給付費等の増などにより大幅な増加を見込んでいます。 

国庫補助金は、市営住宅整備事業の実施などから増加を見

込んでいます。 
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16 都支出金 146 億 4,092 万円 +18 億 1,670 万円(+14.2%) 

都と市の行う事業の経費負担区分に応

じて、都が市に交付します。 

国庫支出金と同様に 3 区分あります。 

都負担金は、国庫負担金と同様に社会保障のための給付費

の増加などに連動して増加を見込んでいます。 

都補助金は、保育園の第一子保育料無償化による影響や、小

中学校における学習者用端末の更改の実施などから増加を見

込んでいます。 

都委託金は、前年度に、参議院議員選挙及び都議会議員選挙

の執行や、国勢調査の実施があったことから減少を見込んでい

ます。 

17 財産収入 1 億 6,271 万円 +2,277 万円(+16.3%) 

市の財産（土地・建物や物品など）の貸

し付け、売り払い、運用などによって得ら

れる収入です。 

土地建物の貸付料や基金（貯金）の運用

利子、資料などの物品販売に伴う収入な

どがあります。 

基金運用額の増額により、利子および配当金について増加を

見込んでいます。 

18 寄附金 7,125 万円 +2,000 万円(+39.0%) 

市に対する現金の寄附です。 
ふるさと納税による寄附額の実績などから、増加を見込んで

います。 

19 繰入金 41 億 5,263 万円 ▲1 億 2,379 万円(▲2.9%) 

基金（貯金）を取り崩して（一般会計に

繰り入れて）特 定の事 業の財源とするな

ど、税収などの不足を補います。 

定年延長制度により、退職手当が発生する年度となるため退

職手当基金からの繰入金が増となります。しかし、市税や各種交

付金の増見込みにより財政調整基金からの繰入金が減となった

ほか、令和７年度に実施した緊急樹木剪定・伐採事業等への環

境緑化基金からの繰入の減になどにより、繰入金全体では減少

しています。 

20 繰越金 ４億円 +１億円(±0.0%) 

前年度の決算剰余金を当該年度の歳入

（繰越金）として扱います。 
過年度決算などの動向を鑑み増加しています。 

21 諸収入 13 億 3,719 万円 ▲3 億 29 万円(▲18.3%) 

他の科目に含まれない歳入をまとめた

ものです。 

市税の延滞金、貸付金の元利収入、民

間機関の助成金などがあります。 

住民情報システムの標準化・共通化に係る事業の大部分が令

和７年度で完了したため、大幅に減少する見込みです。 

22 市債 25 億 3,440 万円 +5 億 5,430 万円(+28.0%) 

市の借金です。道路や公共施設の整備

など多額の費用がかかる建設事業などの

財源として借り入れを行います。 

普通交付税の一部が臨時財政対策債に

振り替えられており、市税などの補完とし

て借り入れを行います。 

まんがんじ児童館改築工事や豊田小学校大規模改造工事に

ついて、令和７年度中に予定していた事業内容の一部が令和８

年度にずれ込んだ影響に加え、平山跨線人道橋の補修工事の継

続、市営住宅整備事業の実施などにより増加しています。 
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④ 市税の増減内容  

令和 8 年度の市税は、337 億 9,235 万円で、対前年度比 15 億 4,970 万円

(4.8%)の増を見込んでいます。個人・法人市民税及び固定資産税の増の影響か

ら、市税全体が増加しています。 

①  個人市民税 

賃金水準の上昇などによる納税義務者数の増などから、対前年度比 9 億

3,926 万円(6.4%)増の 155 億 6,840 万円となります。 

② 法人市民税 

景気の緩やかな回復傾向などから市内企業の業績回復を見込み、対前年度比 4

億 125 万円(30.8%)増の 17 億 214 万円となります。 

③ 固定資産税 

市内の新築住宅分の増加などにより、対前年度比 1 億 6,420 万円(1.3%)増

の 126 億 7,047 万円となります。 

④ 軽自動車税 

環境性能割の制度が令和 7 年度末で廃止されることなどにより、対前年度比

334 万円(1.5%)減の 2 億 1,272 万円となります。 

⑤ 市たばこ税 

加熱式たばこの本数が年々増加していることなどから、対前年度比 1,847 万円

(2.1%)増の 9 億 491 万円となります。 

⑥ 都市計画税 

固定資産税と同様の理由により増を見込んでおり、対前年度比 2,986 万円

(1.1%)増の 27 億 3,371 万円となります。 

 

〔表３〕市税の内訳                                       （単位：千円、％）  

 

  

市税内訳 Ｒ8年度 Ｒ7年度

増減額 増減率 Ｒ8年度 Ｒ7年度

①　個人市民税 15,568,400 14,629,138 939,262 6.4% 46.1% 45.4%

②　法人市民税 1,702,139 1,300,888 401,251 30.8% 5.0% 4.0%

③　固定資産税 12,670,469 12,506,270 164,199 1.3% 37.5% 38.8%

④　軽自動車税 212,723 216,065 ▲ 3,342 ▲ 1.5% 0.6% 0.7%

⑤　市たばこ税 904,909 886,439 18,470 2.1% 2.7% 2.7%

⑥　都市計画税 2,733,709 2,703,852 29,857 1.1% 8.1% 8.4%

市税合計 33,792,349 32,242,652 1,549,697 4.8% 100.0% 100.0%

対前年度比 市税構成比
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（２） 歳入予算の推移（当初予算 10 年間）  

① 市税当初予算額 10 年間の推移  

この 10 年間の市税当初予算額の推移では、令和 2 年度まで大きな増減なく、

ほぼ横ばいから微増で推移していましたが、令和 3 年度は新型コロナウイルス感染

症の影響を考慮し、大幅な減収を見込みました。その後、令和 5 年度にかけて過去

推移と同程度まで増を見込ましたが、令和 6 年度は、定額減税の影響により減を

見込みました。 

令和８年度は、令和７年度同様、賃上げ傾向による給与所得増や景気の緩やかな

回復傾向から増を見込んでいますが、物価高騰や諸外国の関税措置など景気減速

の要因の影響、ふるさと納税制度の浸透による市税流出額は年々増加しているこ

となどからも、税収の見通しについては動向を慎重に見極めていく必要がありま

す。 

〔グラフ４〕市税当初予算額 10 年間の推移                         （単位：億円） 
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② 歳入当初予算額 10 年間の推移  

国・都支出金は、主に歳出の社会保障関連経費の増などに伴い、連動して増加し

ています。 

各種交付金などは、主に地方消費税交付金の都道府県間の清算基準の見直しな

どから平成 30 年度に大きく減少しましたが、令和元年度から消費税率（国・地方）

の引き上げにより増となり、景気動向なども踏まえ令和８年度も引き続き増傾向と

見込んでいます。 

基金（市の貯金）の取り崩しである繰入金と市債（市の借金）の借り入れは、平成

30 年度から令和 3 年度までは大型工事が集中していたことなどにより増傾向に

ありましたが、令和 4 年度を境に大規模工事の完了や投資的経費の平準化により

大きく減少しました。令和８年度は職員退職手当基金からの繰入金がありますが、

市税や各種交付金の増見込みにより、繰入金全体では減となります。 

今後も、持続可能な財政運営を行っていくため、基金の取り崩しや市債の借り入

れに過度に依存しない、バランスの良い財政運営に努めていく必要があります。 

 

〔グラフ５〕歳入当初予算額 10 年間の推移                         （単位：億円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 各種交付金等＝地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、 

法人事業税交付金、地方消費税交付金、自動車取得税交付金、環境性能割交付金、地方特例交付金、 

地方交付税、交通安全対策特別交付金  

※ その他＝財産収入、寄附金、繰越金、諸収入  
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３ 歳出予算（一般会計）  

（１） 歳出予算の概要  

① 総 括 

物価高騰や賃金水準の上昇の影響により、委託料や工事費など多くの費目が増

となり、事業費全体を押し上げています。 

義務的経費について、扶助費は保育・障害者福祉関連の経費の増のほか、最高裁

判決等を踏まえた生活保護費の追加給付事業の実施などにより増加しています。

人件費は、令和８年度は退職手当が発生する年度であること、給与改定による影響

などにより増加となります。 

このほか、普通建設事業費は、まんがんじ児童館改築工事や豊田小学校校舎大

規模改造工事、小中学校の屋上防水修繕、平山跨線人道橋の補修工事などを令和

８年度も継続して実施することに加えて、市営住宅の改修工事の実施などから増加

しています。 

 

〔表４〕 歳出の款別内訳                                    （単位：千円、％）  

 

  

款 Ｒ8年度 Ｒ7年度

増減額 増減率 Ｒ8年度 Ｒ7年度

1　議会費 417,774 421,101 ▲ 3,327 ▲ 0.8% 0.5% 0.5%

２　総務費 8,060,239 7,420,377 639,862 8.6% 9.6% 9.5%

３　民生費 43,242,178 40,750,860 2,491,318 6.1% 51.6% 52.2%

４　衛生費 7,004,271 6,490,078 514,193 7.9% 8.4% 8.3%

５　労働費 34,646 32,897 1,749 5.3% 0.0% 0.0%

６　農業費 134,346 111,083 23,263 20.9% 0.2% 0.1%

７　商工費 524,926 587,122 ▲ 62,196 ▲ 10.6% 0.6% 0.8%

８　土木費 6,220,319 5,487,847 732,472 13.3% 7.4% 7.0%

９　消防費 2,811,285 2,314,356 496,929 21.5% 3.3% 3.0%

10　教育費 11,951,916 10,696,142 1,255,774 11.7% 14.3% 13.7%

11　公債費 3,159,317 3,245,198 ▲ 85,881 ▲ 2.6% 3.8% 4.2%

12　諸支出金 153,783 116,939 36,844 31.5% 0.2% 0.2%

13　予備費 60,000 400,000 ▲ 340,000 ▲ 85.0% 0.1% 0.5%

歳出合計 83,775,000 78,074,000 5,701,000 7.3% 100.0% 100.0%

対前年度比 構成比



19 
 

② 歳出予算（款別）の構成  

市は、住民生活に最も身近な基礎自治体として、福祉、保健衛生、環境保全、産

業・農業の振興、道路などのインフラや公共施設など社会資本の整備、消防・防災、

教育など、幅広い分野の行政サービスを担っています。 

このため、市の予算は、款という行政目的別に区分整理して計上することになっ

ています。 

款別（目的別）では、子育て支援の充実、高齢化の進展などを背景に民生費が増

加傾向にあり、予算の半分以上を占めています。 

 

〔グラフ６〕 歳出（款別）の構成図                        （単位：千円）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ その他＝議会費、労働費、農業費、商工費、諸支出金、予備費  
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③ 歳出予算（款別）の増減内容  

 

款 科目 Ｒ８年度予算額 対前年度比増減（率） 

科目の説明 主な増減理由 

１ 議会費 4 億 1,777 万円 ▲333 万円(▲0.8%) 

市議会議員の報酬や、会議録や市議

会だよりの作 成、インターネット中継な

ど、市議会の活動に必要な経費です。 

共済会給付費負担金の負担金率が下がったことなどから減

少しています。 

２ 総務費 80 億 6,024 万円 +6 億 3,986 万円(+8.6%) 

市政の企画経営、人事・文書・財務会

計の管理、庁舎などの財産の維持管理、

広報広聴、情報システム、市税の賦課徴

収、戸籍住民基本台帳、選挙、統計、監

査など、市全般の企画や管理運営などに

必要な経費です。 

公共施設包括施設管理業務委託の実施、定年退職が発生す

る年度であることや給与改定の実施などによる増のほか、郵便

局個人番号カード業務委託事業の実施などにより増加していま

す。 

３ 民生費 432 億 4,218 万円 +24 億 9,132 万円(+6.1%) 

高齢者・障害者福祉、子育て支援、生

活保護などの社会保障や地域コミュニテ

ィの振興などに必要な経費です。 

継続的な増加傾向にある障害者福祉費や、保育園等への給

付費などが増加しているほか、最高裁判決等を踏まえた生活保

護費の追加給付事業や、まんがんじ児童館改築工事の実施など

により増加しています。 

４ 衛生費 70 億 427 万円 +5 億 1,419 万円(+7.9%)     

健康増進、予防接種、環境政策、ごみ

処理、病院などの健康・衛生的な生活環

境に必要な経費です。 

エコセメント化施設の更新工事に伴う広域資源循環組合への

負担金の増、予防接種経費の単価増などにより増加していま

す。 

５ 労働費 3,465 万円 +175 万円(+5.3%) 

雇用対策や勤労者福祉などに必要な

経費です。 
給与改定に伴う人件費の増などにより微増しております。 

６ 農業費 1 億 3,435 万円 +2,326 万円(+20.9%) 

農業の振興、農業委員会の運営など

に必要な経費です。 

東京農業経営強靭化事業や未来に残す東京の農地プロジェ

クト事業の実施などにより増加しています。 
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７ 商工費 5 億 2,493 万円 ▲6,220 万円(▲10.6%) 

産業や観光の振興などに必要な経費

です。 

企業立地奨励金や融資あっせん利子補給金の減などにより

減少しています。 

８ 土木費 62 億 2,032 万円 +7 億 3,247 万円(+13.3%) 

道路・橋りょう・河川・公園・市営住宅

などの維持管理・新設改良、都市計画な

どに必要な経費です。 

市営住宅整備事業の実施や、平山跨線人道橋の補修工事の

継続、劣化が進む市道を舗装補修計画に基づき計画的に行う

工事、土地区画整理事業特別会計への繰出金の増などより増

加しています。 

９ 消防費 28 億 1,129 万円 +4 億 9,693 万円(+21.5%) 

消防や救急、防災などに必要な経費 

です。 

防災情報センター非常用発電機更新工事が最終年度となる

こと、消防団詰所を整備する事業の実施、特殊地下壕対策事業

における工事費の増、防災ガイドブックの作成事業の実施など

から増加しています。 

10 教育費 119 億 5,192 万円 +12 億 5,577 万円(+11.7%) 

小中学校や幼稚園の学校教育、図書

館や公民館などの社会教育、スポーツ振

興などに必要な経費です。 

豊田小学校校舎大規模改造工事や小中学校の屋上防水等

修繕の継続、学習者用端末の更改、学童クラブの民間委託化、

多摩平第一公園テニスコート照明のＬＥＤ化の実施などにより

増加しています。 

11 公 債 費 31 億 5,932 万円 ▲8,588 万円(▲2.6%) 

市の借 金である市債の返 済（元 利償

還金）に必要な経費です。 

過年度に借り入れた地方債の償還が完了したことなどに伴

い減少しています。 

12 諸支出金 1 億 5,378 万円 +3,684 万円(+31.5%) 

日野市土地開発公社にかかる経費 

です。 

土地開発公社の経営健全化のために借入金の利子と保有土

地の民間売却の際に生じた差損を補助しています。 

土地開発公社への利子補助金については、市場金利の上昇

に伴い増加しています。 

13 予備費 6,000 万円 ▲3 億 4,000 万円(▲85.0%) 

予算編成時点では見込めない、予期し

なかった支出などに備えるための経費で

す。 

令和７年度が市長改選期にあたることから、政策的予備費と

して増加していた分を減額し令和６年度同額としております。 

 

 

 

政策的に取り組む新規事業などについては、 

３２ページからの （参考資料）主要施策と主な事業をご覧ください。 
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④ 歳出予算（性質別）の構成  

歳出予算の性質別は、予算の使われ方について、支出の結果として何をもたらす

のかという観点で分類したものです。 

性質別では、扶助費（生活保護費などの社会保障のための給付費）が最も多く、

市の予算の約 34％を占めています。また、子育て施策の充実や高齢化の進展など

を背景に継続的な増加傾向にあります。 

この次に多いのが、物件費（委託料や賃借料、光熱水費や消耗品の購入など）、人

件費（職員の給料や各種委員の報酬など）、繰出金（国民健康保険や介護保険など

の特別会計に支出するお金）などとなっています。 

令和８年度も扶助費のほか、昨今の物価高騰や賃金水準の上昇などの影響で、

委託料などの物件費が増加傾向にあります。 

 

〔表５〕歳出の性質別内訳                                    （単位：千円、％）  

 

 

  

性質 Ｒ8年度 Ｒ7年度

増減額 増減率 Ｒ8年度 Ｒ7年度

１　人件費 13,803,062 12,129,412 1,673,650 13.8% 16.5% 15.5%

２　物件費 15,067,418 13,886,580 1,180,838 8.5% 18.0% 17.8%

３　維持補修費 447,620 426,337 21,283 5.0% 0.5% 0.5%

４　扶助費 27,259,337 26,336,171 923,166 3.5% 32.5% 33.7%

５　補助費等 9,807,950 9,014,934 793,016 8.8% 11.7% 11.6%

６　普通建設事業費 4,445,572 3,190,366 1,255,206 39.3% 5.3% 4.1%

７　災害復旧事業費 0 0 0 0.0% 0.0% 0.0%

８　失業対策事業費 0 0 0 0.0% 0.0% 0.0%

９　公債費 3,159,317 3,245,198 ▲ 85,881 ▲ 2.6% 3.8% 4.2%

10　積立金 338,183 628,003 ▲ 289,820 ▲ 46.1% 0.4% 0.8%

11　投資及び出資金 0 0 0 0.0% 0.0% 0.0%

12　貸付金 0 0 0 0.0% 0.0% 0.0%

13　繰出金 9,386,541 8,816,999 569,542 6.5% 11.2% 11.3%

14　予備費 60,000 400,000 ▲ 340,000 ▲ 85.0% 0.1% 0.5%

歳出合計 83,775,000 78,074,000 5,701,000 7.3% 100.0% 100.0%

対前年度比 構成比
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〔グラフ７〕 歳出（性質別）の構成図                     （単位：千円）  

 

※ その他＝維持補修費、積立金、予備費  
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⑤ 歳出予算（性質別）の増減内容  

 

性質区分 Ｒ８年度予算額 対前年度比増減（率） 

区分の説明 主な増減理由 

１ 人件費 138 億 306 万円 +16 億 7,365 万円(+13.8%) 

議員報酬、職員の給料・手当、

各種委員や嘱託職員の報酬など

人にかかる経費です。 

定年延長制度により昨年度は定年退職者がいませんでしたが、令

和８年度は退職手当（定年退職者分）が発生するほか、給与改定に

よる影響もあり、全体として増加しています。 

２ 物件費 150 億 6,742 万円 +11 億 8,084 万円(+8.5%) 

委託料、光熱水費、物品などの

購入や賃貸借、郵便料などの経費

です。（公共施設の設計委託など

普通建設事業を除く）  

物価高騰や賃金水準の上昇の影響で、委託料などが全体的に増

傾向にあるほか、公共施設包括施設管理業務委託、郵便局個人番号

カード業務委託、妊婦支援給付事業業務委託などの実施により増加

しています。 

３ 維持補修費 4 億 4,762 万円 +2,128 万円(+5.0%) 

公共施設などの修繕などの経

費です。（普通建設事業に該当す

るものを除く）  

生活・保健センターの昇降機の改修や、平山季重ふれあい館の冷

暖房機や屋上防水修繕などにより増加しています。 

４ 扶助費 272 億 5,934 万円 +9 億 2,317 万円(+3.5%) 

福祉の法令などに基づいて支

出される各種扶助のための経費

です。 

公定価格の見直しに伴い保育園への給付費が大幅に増加してい

ます。また、サービス利用の増などに伴い障害者介護給付費などが

増となっているほか、最高裁判決等を踏まえた生活保護費の追加給

付事業の実施などにより増加しています。 

５ 補助費等 98 億 795 万円 +7 億 9,302 万円(+8.8%) 

市民や団体などへの補助・助成

金や一部事務組合などへの負担

金、下 水 道事 業や市立 病 院 事 業

へ支出する経費などです。（ 普通

建設事業に該当するものを除く）  

全額公費負担を行っている学校給食費等補助金の給食費改定に

伴う増や、単価改定による認証保育所運営費補助金の増、エコセメ

ント化施設の更新工事に伴う広域資源循環組合への負担金の増な

どから、増加しています。 

６ 普通建設事業費 44 億 4,557 万円  +12 億 5,521 万円(+39.3%) 

道路橋りょうや公園、学校など

公共施設などの建設や用地購入、

民間施設の建設補助などの経費

です。 

市営住宅の改修工事やまんがんじ児童館改築工事、豊田小学校

の大規模改造工事や特殊地下壕対策工事の実施などにより増加し

ています。 
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７ 災害復旧事業費 0 万円 ±0 万円(±0.0%) 

台 風 などの災 害 により被 害 を

受けた道路や公共施設などの復

旧を行う経費です。 

該当はありません。 

８ 失業対策事業費 0 万円 ±0 万円(±0.0%) 

失業者に就業の機会を与 える

ことを主たる目的として、道路、河

川、公園の整備などを行う事業に

要する経費です。 

該当はありません。 

９ 公債費 31 億 5,932 万円 ▲8,588 万円(▲2.6%) 

市の借金である市債の返済（元

利償還金）の経費です。 

過年度に借り入れた地方債の償還が完了したことなどに伴い減少

しています。 

10 積立金 3 億 3,818 万円 ▲2 億 8,982 万円(▲46.1%) 

市の貯金である基金に積み立

てる経費です。 

令和８年度は職員退職手当基金への積立がないことから減少して

います。 

11 投資及び出資金 0 万円 ±0 万円(±0.0%) 

財団法人への出えんや、公社・

協会などへの出 資にかかる経 費

です。 

該当はありません。 

12 貸付金 0 万円 ±0 万円(±0.0%) 

市民などへの貸し付けにかかる

経費です。 
該当はありません。 

13 繰出金 93 億 8,654 万円 +5 億 6,954 万円(+6.5%) 

一般会計から特別会計へ支出

する経費です。法令などの基準に

より負担する経費のほか、特別会

計の不 足 額を補 うための経 費も

あります。 

国民健康保険については被保険者数の減少などにより繰出金が

減となる一方、介護保険や後期高齢者医療は、被保険者数の増など

から増加しています。 

土地区画整理事業は、社会資本整備総合交付金などの国の財源

を活用しながら事業進捗を測ることから増加しています。 

14 予備費 6,000 万円 ▲3 億 4,000 万円(▲85.0%) 

予算編成時点では見込めない、

予期しなかった支出などに備える

ための経費です。 

令和７年度が市長改選期にあたることから、政策的予備費として

増加していた分が減少しています。 
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（２） 歳出予算の推移（当初予算 10 年間）  

 

①  歳出予算（款別）10 年間の推移  

民生費は、子育て支援の充実や高齢化の進展、障害者福祉関連経費の増などを

背景とした増加傾向が続いており、この 10 年間で約 1.4 倍、約 129 億円の増と

なっています。 

教育費は、豊田小学校の東校舎増築工事の完了に伴い令和 4 年度に大きく減

少しましたが、令和 5 年度から小中学校の光熱費の増や七小学童クラブの建設、豊

田小学校校舎大規模改造などにより増加に転じています。令和８年度も小中学校

学習者用端末の更新などにより増加しています。 
 
〔グラフ８〕 歳出（款別）の推移                    （単位：億円） 

 

※その他＝議会費、諸支出金、予備費  
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② 歳出予算（性質別）10 年間の推移 

扶助費は、子育て支援の充実や高齢化の進展、障害者福祉関連経費の増などを

背景に、この 10 年間で約 1.5 倍、約 9６億円の増となっています。 

人件費は、会計年度任用職員制度の開始により令和 2 年度から急増しました。令

和８年度は給与改定による影響のほか、退職手当が発生することから、大幅に増加

しております。 

普通建設事業費、維持補修費は、投資的経費の平準化により抑制をしていますが、

令和６年度より豊田小学校の校舎大規模改造や豊田跨線人道橋補修事業などによ

り増加に転じました。令和８年度も、平山跨線人道橋の補修工事や市営住宅改修工

事、防災情報センターにおける非常用発電機更新工事などにより増加しています。 

 

〔グラフ９〕 歳出（性質別）の推移                     （単位：億円）  

 

※その他＝災害復旧事業費、積立金、投資及び出資金、予備費  
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４ 基金・市債 

（１） 基金（市の貯金）  

財政調整基金は、急激な税収減などによる年度間の財源調整や自然災害への備

えを目的とするものです。 

財政調整基金の当初予算編成後の基金残高（※１）は、平成 2９年度以降、３0 億

円前後で推移していましたが、令和２年度から 2 年連続で大きく減少しました。そ

の後、新型コロナウイルス感染症などの影響による一時的な歳出の減少や、地方交

付税や地方特例交付金の増加などによって、残高は回復傾向にあります。令和８年

度は物価高騰や賃金水準の上昇、施設の維持管理費の充実などにより歳出額の増

を見込む一方、市税収入や国からの交付金など、一般財源としての歳入が増加して

おり、令和７年度中の基金残高が増加したことも併せ、前年同時期と比較し残高を

増やすことができました。 

 
〔グラフ１０〕基金残高の推移                       （単位：億円） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※１  各年度の当初予算を編成した後の残高見込み額です。 

※２  参考数値として、Ｈ29～Ｒ6 年度は決算額（各年度 3 月 31 日現在、例：Ｒ6＝Ｒ

7.3.31）、Ｒ7 年度は最終補正予算編成後の決算見込額です。 
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（２） 市債（市の借金）  

市の借金である市債は、平成 2９年度に約 696 億円あった残高が、この 10 年

間で約 184 億円減少しています。一般会計の市債残高は、令和２年度まで増加し

ていましたが、大型工事の完了や投資的経費の平準化により、工事関係の市債の借

入額が抑制されたことや臨時財政対策債発行可能額が減少したことなどにより、減

少に転じており、令和８年度も引き続き減少しています。 

 

 

〔グラフ１１〕市債等残高の推移                     （単位：億円）  

 

※ Ｈ2９～Ｒ６年度は決算額、Ｒ７年度は最終補正予算編成後の残高見込額、R８年度は当初予算

を執行した後の残高見込額です。 
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５ 市民一人あたりの予算 

令和 8 年度一般会計予算 837.8 億円を市民一人当たりに換算すると、44 万

2,800 円(令和 8 年 1 月 1 日現在）となります。 

サービスの区分ごと（目的別）の内訳は、以下のとおりです。 

 

〔表６〕 市民一人あたりにおける歳出予算額（目的別）  

 

※令和 8 年 1 月 1 日現在の人口 18 万 9,194 人で算出しています。 

※金額は欄ごとに 1 円未満を四捨五入しているため、合計が合わない場合があります。  

対前年度比

増減額

① 民生費

② 教育費

③ 総務費

④ 衛生費

⑤ 土木費

⑥ 公債費

⑦ 消防費

⑧ その他

44万2,800円 +2万8,565円

1万4,859円 +2,580円

7,006円 ▲1,850円

3万7,022円 +2,588円

3万2,878円 +3,761円

1万6,699円 ▲519円

(ごみ処理、保健衛生、予防接種、環境衛生な
どの費用)

(道路の新設・維持管理や公園整備、市営住宅
の維持管理などの費用)

(市債（市の借り入れたお金）の返済のための
費用)

(消防活動、災害対策などの費用)

(市議会運営、労働、農業、商工振興などのた
めの費用)

(小・中学校教育、社会教育、市民会館、公民館
活動、スポーツ活動などの費用)

(庁舎管理、徴税、統計、選挙事務や戸籍、住民
登録などに必要な費用)

+1万2,349円22万8,560円

Ｒ8年度サービスの区分（目的別）

(高齢者や障害者などに対する社会福祉、児童
福祉や生活保護のための費用)

6万3,173円 +6,423円

4万2,603円 +3,233円
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〔グラフ１２〕市民一人あたりにおける歳出予算の比較            （単位：万円） 
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（参考資料） 主要施策と主な事業  
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קּ ǡŸƄŧ Ǜ ǡǒǴ  ǡ ǀƷּק ÈȑȋȜ
ɜ¤ Éȅ ȑȶ ǡ ƷɋȰɔǞ ƻǒ Ǟ ǌǾǆǛǚ 
ȔºɅɜȴɎºȱɒɔȅ ¡ ǞȑȋȜɜ Ǟǵ ǌǾǆǛǚ 
Ǟǵ ¡

ǛǛǵǞ ȑȶɔȗºּל ǡּק ȅ Ǌ  לּ Ǟ
ƽǄǾ ǡ↨ ¡ǞǗǝǅǾטּ

1/+013 ⱦ

˕ ו Ԋ׆ /7*510

3 ȪɌɕɜȡ ⱱ

~ ǂ ǡ ȅ ǽ ǵǖǙ ǡ ☺ǡ↨ Ǜ   Ǧ  ╓
ǡ Ǟטּ ǌǾǆǛȅ ǛǊǙ  ǱǒǢ ǚ ƹȍɂ

ɜȱǫǡ Ƿ   ǡ ȅטּ ǾǒǴǡ ǫǡ
ȅ ƹ¡
~ 7 Ǣ ƽǻǦ ♯ ǡ ȍɂɜȱ2Ǘǝǜ 
Ǟȍɂɜȱ ȅ Ǌ ╓ǚ ǡ ȅטּ ǖǙƷǂ¡
Ǳǒ  ǛǢ ǛǝǾƿ ǡ ȅ Ǌ
È É Ǟ קּ È Éȅ Ʒ  ǞƽǄǾ
Ƿ ǵטּ ƹ¡

ȪɌɕɜȡ ⱱ 08+621 ⱦ

Ԏׅ׃ ֿԍ֦ ּ֚ׄ֔֩ᴆᵍᴤᴊ /03*334

˔ ֩ ׆ᴆᴮᵍᴙ֔ו ᴆᵍᴤᴊ 50*650

4ȰºȨɁɔȢ
ū ǻǽ Ǌǒ Ũ ȰºȨɁɔȢ Ǟ ǽ ɕȤɀȱǡȰºȨ 

ȰºȨ ǡ ȅ Ǌ  ȅǢǋǴǛǊǒ
ǡ ƾǗ═ ǫǡטּ ǲȅ ƹ¡

È É
¤ ¤
.
¤

47+301 ⱦ

5ȏȒºȖɜșȋɀɓ ȢɆºȭטּ

ȢɇºȱȾȒɜ Ǆǡ ȏȒºȖɜșȋɀɓȅ ◖ Ǌ  ǂǆǛȅ Ǌǂ
ǄǼǿǾȍɂɜȱ   ǡ ǝǜǞנּ ǌǾɆȍɜȱ ǝǜ
Ǟǻǽ  ǡȢɆºȭ ǡ ǷȾɕȍɔ ¤ ȅ ǌǾ¡

ă 7 È 0//ðǡ ƿ סּ ǝŨƾ
ǚǡ ǛǌǾǆǛ¡ 7 Ǣ1.2 É

ǚǵȢɆºȭǞ ǽ ǲǷǌƷ
Ǳǔǘǂǽ

00+/68 ⱦ

6 ╔
Ô ǲȆǝǚǌǌǴǾ ╔ È 10 3 0 ÉÕǞ ǘǀ  ǡ
ȅ ƾǊ  ȅ ǋǙǡ ǘǂǽȅ ǌǾǵǡ¡

╔ ◖☺ 2+270 ⱦ

˕ᴜᵍᴋ֦ ֚֞ ᵌ 30*462

7 ⱱȤɜȨº

¤ ⱱ Ǟ ǘǀ  ╓ǞƽǄǾ ⱱǡ ǝ ȅ ƹ¡
¤ ǝ Ǣ ӡ ǡ ⱱ ǡ ⱱ╢ƿ ƻǾ ǡ  
ⱱ ȢȖɔȋȬɀǡǒǴǡ ǡ ȅ Ʒ  ╓ǡ ⱱ Ǟ ǌ

Ǿ ǡ ⱱ ⱱȅ ƹ¡Ӣ ╓ǘǂǽǡ ǛǊǙ  ǡ ȅ ǋ
Ǚ №Ǌǒ  ╓ǡȴºȣǡ   ǡ ȅטּ Ʒ  ǡ ǞǗǝƿ
Ǿ ǲȅ ǌǾ¡

╓ ⱱ 1+326 ⱦ

8┘ƿȆ

ÔƿȆ Õ ǦÔ ÕǞ ǘǀ ┘ƿȆ È┘
Éȅ ǌǾǆǛǞǻǽ ┘ƿȆǡ Ǧ Ǟ Ǵ  ǡ ┐
ȅ Ǿ¡
┘ƿȆ ǞǗƷǙǢ ȹɓȏɉ È 31 ǻǽÉǛ È
ŧ ǻǽÉǡŧ ǡ Ǟǻǽ ȅ ǖǙǀǒƿ  ═ ǡ
═ Ǟǻǽ ǈǿǾÔ ƿȆ ≠╢ ÕƾǼǡ
Ǧ ǚǡ ǡ Ô וֹ ǡ Õ Ô ǡ Õ Ô
ÕƷǍǿǵȹɓȏɉוֹ ǻǽ ǡ ƿ ǚƵǾǆǛƾǼ  ŭ
ǻǽ Ǟ╗ ȅטּ ƹ ¡

ƿȆ 26+537 ⱦ

9
ɊȨȹºȢȅ Ǌǒȓɜɒȍɜ
ǡ

ȤºȾȯȌȶȬȱȜºɔ
ȤɜȨº

ɊȨȹºȢÈȍɜȨºȶȬȱ ǡּי ÉǛƷƹ ǊƷȜɈɎȴȚºȠɐɜ
ȭºɔȅ Ǌǒȓɜɒȍɜǚ↨ ǊǙ ǚǀǾ ÔHA@RXN¤LDS@ Õ
ȅ ǌǾǆǛǞǻǽ  ǡ ȅ Ǌ  ȅ Ǵ  ɓ
ȣɉȅ ƻǾǝǜ ǥǀǆǵǽƾǼ Ǌ ȅנּ ǌǀǖƾǄǛǌǾǵ
ǡ¡

¥ Ŭ Ŧť ŭ ū

/ ⱦ

10 È ═ É ǜǵּק ⱱȤɜȨº
═ ƿ ǈǿǒ ȅ ǄǾ Ǟ ǊǙ  ǛǛǵǞ ǈ
ǿǒ ═ ǛǊǙ ǈǿǒ Ǧ Ǟ Ǿ═ ǡ╗ ǞǗƷǙ 
ǞǻǾ Ǟּנƻ 4 ⱦǡ ȅǌǾ¡

0+122 ⱦ

11 5 ¤
ǡ Ǟǻǽ  ȅ2 ǇǛǞ ǌǾǆǛǛǈ

ǿǙƷǾ ǡ ȅ ƹǵǡ¡
4+83/ ⱦ

12
ⱱ ǡ Ǟ ≥Ǌǒ ȅ Ǟ  ǡ ȅ

Ǟ ǌǾÔ Õȅ ǌǾǵǡ¡ȚȋɇȶºȡɌºȅ Ǟ
ȅ ǊǙƷǾ¡ ╢

4+315 ⱦ
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No. Q7

Ԅ׆ ԍ֥ ֠ԑׅ 2*.47*035

˔ ᵌ ֹ֥֜֠ԑׅ 2/0*5.7

13 ȕȍȲȿȬȘ ↨

ü 16   ǡ╗ Ǟǻǽ  ǚǢØ Ù ¤
╓ Ø Ù פֿ ╓ Ø▓ Ù
╓ǡ ¤ ƿ ¡ǈǿǒטּ

ü 7   זּ ƿ ǒǞ ǊǒØ▓ Ù
╓ƾǼӡ ȕȍȲȿȬȘÈ Éȅ ǌǾ¡

ü 7 8 ǞƾǄǙ Ӣ ȕȍȲȿȬȘÈ ¤ É ӣ
ȕȍȲȿȬȘÈ פֿ É Ӥ ȕȍȲȿȬȘ

È É ӥ ȕȍȲȿȬȘÈ Éȅ ǌǾǆǛ
ǚ ȕȍȲȿȬȘȅ ǈǎǾ¡
ă ȕȍȲȿȬȘÈ ÉǢӡ ӣǱǚǡ ╓ȅ
Ǚ Ǡǒ Ǟ ¡ǊǒǵǡǚƵǾטּ
ü Ǳǚ ȕȍȲȿȬȘǷȸȟºȲɇȬɀǢ ǞǻǾ ȅ ǖǙ
Ʒǒƿ  Ǣ ǞȍɜȨºȶȬȱȅ Ǌǒ Ǟ ǌǾ¡
üǱǒ ȍɜȨºȶȬȱȅ ǚǀǾÔ ȠȢȯɉÕȅ ǌ
Ǿ¡
üÔ ȠȢȯɉÕǢ ╓ Ǧ ǡ ƿּס ǚƵ
ǽ ȢɇɄƾǼǡ∞ ǚ ╓ ǚƵǾƾǡ ǵּס ǛǝǾ

ȕȍȲȿȬȘ ≠
ÈǐǡŦÉ

24+716 ⱦ

14 טּ

Ô טּ È 2 Ŧ ÉÕǢ ǞǙ ǈǿǒ
ǡŨǗǡטּ È ǡ ↨ טּ ǚ ǝ ǡ  
ǝ ǡ É~ȅ ǲ  Ǟ ǌǾטּ ȅ ǞǊ 
¤ Ǟ ǊǙƷǂǆǛǞǻǽ ↨ ¤↨ Ǟ ǼǎǾ Ǟ
ǌǾǛǛǵǞ ƵǾǱǔǘǂǽǞ ǌǾǆǛȅ ǛǊǙƷǾ¡
~ǆǡ ǚ ӵ,Ů È ǽÉǢ  Ǟ ǈǿ
ǙƷǾǆǛ Ⱳ Ǟ ƿ∞ ǊǙƷǾǆǛ  ȹɓȋȾɓº

ǞǙ Ǟ ǈǿǙƷǾǆǛ ╗ Ǣ Ǟ ǈǿ
ǙƷǾǆǛ ƾǼ  ǞƽƷǙ Ǟ ȅǊǙƷǂǬǀטּ Ǜ∞
ǄǙƽǽ  ǡ ǵ ǱƻǙ ȅ ǌǾ¡

ӵ 8 טּ
24+654 ⱦ

15
☺ ' 5

7 (

☺ ǞǗƷǙ  ǞǻǾטּ ǡ ƾǼ  ǡ ƿ Ǽ
ǿǾ 5 ƾǼ ŭ ǱǚǞ Ǌ  ǡ ǞǗƷǙ ǌǾ
ǵǡǚƵǾ¡

☺ 106+652 ⱦ

16
☺ Èŧ Éׁש ¤ Ū Ǟ ǊǒÔ ☺ טּ ÕǞ ǘǀ  Ǧ

טּ ȅ ƹǵǡǚƵǾ¡
☺ Èŧ Éׁש

¤
012+243 ⱦ

˕ ԍֹ֥֜֠ԑׅ 02*.1.

17 ǡ Ǜ
ŦŨ ǡ ∙ ƻǼǿǙƷǝƷ ǡ ǞǗƷǙ  ǡ

ȅ Ǳƻǒ ȅƽǆǝƹÈ 7 8 ǡ1ƾ É
ǡ ⱱ ≠ 5+0/4 ⱦ

18 ⱧɋȰɔ

Ⱨǡ ǊƷƵǽ ȅ ǌǾǒǴ  Ʒ ǵ Ǵǒ Ʒ ǡ ƿ
Ǟ ǚǀǾ ǡ Ⱨȅ Ǟ◖☺ǌǾ¡
Ŭ Ů Ǟ ⱧǊǒ Ⱨǡ◖☺ŧ ¡
ŭ ǞƽƷǙǢ ⱧɋȰɔ ǡ וֹ ¤ ≥ ȅ

Ʒ  ǡ ǝ◖☺ȅ ǊǙƷǂ¡

ⱧɋȰɔ ≠ 1+/10 ⱦ

19 ☺ טּ

Ƿ ǡ Ǟטּ ꞌǚǀǾ ǝ ☺ ȅ ¤╔ Ǌ 
ǞȂǒǽ Ǜ Ǌǒ ƵǾ ȅ ǊǙƷǂǒǴ 
ȅ Ǌ  ƿ ǌǾ╔ ȸȏȢǡ Ǟ Ǌ ȅ
ǌǾ¡ Ǟ Ǌ 2.3  0.7ȅ ¡

☺ טּ 5+803 ⱦ

20
Ǟ ǌ ǡ ɀɖȡȐȘȱ

ǡ ȅ ǌǾǒǴ  ȅ Ǌ  ƿ ǌǾ
║ ǡ Ǟ Ǌ ȅ ǌǾ¡ Ǟ Ǌ 2.3 

0.7ȅ ¡ 7 Ǣŧ ¡

Ǟ ǌ ǡ ɀɖȡȐȘ
ȱ

7+88/ ⱦ

˖ ֳ ԓ ֔ ֥ 7*4..

21

Ū ǡ   ū ǡ ɖºȲ
ɇȬɀȅ Ǳƻǒ ǡ ǛǊǙ  ǚǢ ȑȶ
ǽ ƻ ⱱǷ  ꞌ ǚǢȘºɓɜșȠȐɔȨºǡ ǝǾ ǝǜȅ ƹǛǛ
ǵǞ  ╓Ǜǡ ȅ Ǿ¡

8+5// ⱦ

˗ ֩ ᵌ 1*40/*010

22 2¤3¤13
Ũ¤ũ¤ŧũ Ǟ Ǆǒ Ǌ ǛǊǙ

  ǡ   ȢȚȡɎºɔ ǡ Ǌ Ƿ Ǧ
Ǜǡ ȅ ǌǾ¡

Ũ¤ũ¤ŧũ
01+830 ⱦ

23
ǡ ǝ

Ǜ Ǟ Ǆǒ ǡּנ

ǞƽǄǾ ȅ Ǚ ↨ ǚ↨ ǊǙ ǼǌǆǛƿǚǀǾ
ȅ ƻǾǛǛǵǞ  ǞƽǄǾ ǡ ȅ ǗǒǴǞ ǝ

ȍɜȾɒȅ ǌǾ ǛǊǙ  ǡ 3
ȅ  ╓ǚǵǖǙ ȅ Ǌ ǈǎǾǆǛǛǊǒ¡
ǱǚǞ ǌǾ Ǜ Ǣ Ǟ ǌǾǵǡǡ ǆǆǚ  Ǳǚǡ
סּ ǝ ȅ ǌǾǆǛƿǚǀ ǐǡ ǡ ƿǗƷǒǆǛƾ
Ǽ  7 Ǣ ƾǗ Ǟ ◖☺¤ ȅ ǖǙƷǂǬǀȢ
Ȩºȱǡ ǛǛǝǾ¡

ǞƽƷǙ  ȅּנ ǚǀǾǻƹ  ȑɓȋǇǛǞ
Ǟ ǝ ȅ ƷǝƿǼ  ¤ ¤ ┌ ¤ ¤ ¤
ǛƷƹȞȍȘɔȅ Ǌ  ƿ ǌǾנּ 0/ Ǟ ǄǙ Ʌ

ɓɎºɉȅ ·Ǟ ǷǊǙƷǂ¡

~♯ ǞּנƻǙ  ǡ┌ Ǟ ǌǾ¡

~Ŭ¤Ū¤ũ Ǜ ǡ Ǟ ǄǙ  ┌ ¤ ȅǌǾ¡

~ Ⱳ ǚǡ ┌ ¤ ȅǌǾ¡
~ Ǟטּ ǄǙ  ǡ ┌ ¤ ȅǌ
Ǿ¡

~ ȹȍȺȢⱫ È0 ¤1 É ǡ Ǟ ǌǾ ȅ ǌטּ
Ǿ¡
~Ŭ¤Ū¤Ŧ ǡ ┌ ¤ ȅǌǾ¡

~ 2+350+170 ⱦ

24 ǫǡ ⱱ

ȅ Ǌ סּ Ǟ ǄǙ ȅ ǴǙƷǾ È ║  
ÉǞǗƷǙ  ⱱȅ ƹ¡ ǈǿǒסּ ǞǗƷǙǢ  ⱱǞ
 ƻנּ ǞꞌǋǙ ⱱǵ ƹ¡
Ǟ ǞǗƷǙǢ  ≤ƾǼǡ╢≠לּ   ƿǛǽǱǛǴ
ǒÔ ǡ Ǟ ǌǾ Õ ǦÔ

ǞƽǄǾ ȅ ǌ ≠╢ ÕƾǼǡ ȅ
Ǳƻ  Ǟ Ǆǒ ǝǜǞƽƷǙ  ǛǝǾ ȅƽǆǝƹ¡

036+/0/ ⱦ

˘ ֥ ԍԝו ֻ ׅ ֺ /*464

25 ǨǾǈǛ טּ
ǡ Ƿ ǡׁש Ǟ  Ǣ︣ ǊǙƷǝƷ ƿ

ǈǿǙƷǾǒǴ ǌǾ¡ ū ǡ ǞƽƷǙǵ  ǡ ¤
┐ ǡǒǴ ǆǡ È ÉǢ ƿ ǛǈǿǙƷǾ¡

ǡǨǾǈǛ
0+4// ⱦ

26
꞉ ǡ טּ

ǞƽǄǾȺɜȾɕȬȱǡ Ǧ ⱳ
ǡ

ǡ טּ ǞǝǖǒǆǛȅ Ǆ  Ƿ ǄǞ ȅ∏ ǌ
ǾȺɜȾɕȬȱȅ ǌǾ¡ ǡ לּ¤ ȅ ƻǾǆǛǚ Ƿ
Ǟ ǌǾ ¤ ȅ ǴǾ¡

¤╠
¤

075 ⱦ
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No. Q7

ו Ԉ וֽ֤֚֜ ֻ 77.*67/

˔ ֡ ו ԝ֖׆ᴠᵍᴚ 141*522

27 ǜǵǡ Ǧ Ǜ
꞉ ⱧǞƽƷǙȍɜȘɔºȠȿ ǡ Ƿȱȍɕǡ ǝǜȅƽǆ

ǝƷ  ǵƿ Ǌǂ↨ Ǟ ǇǎǾ ǘǂǽȅƽǆǝƹ¡È 6
8 ǡ2ƾ É

ǡ Ǧ ≠
ǡ Ǧ

63+677 ⱦ

28
╔Ǚ ⱱ

╔

¤ ǞƽǄǾ ╔Ǚ ⱱ ǡ ǝ ȅ ǌǾǒǴ 
Ŭ Ǟ Ǌǒ Ǟ Ǆǒ ǝ ǡ ȅוֹ ǱƻǙ  ŭ
ƾǼ Ů ǞƾǄǙ Ǟ ǌǾ Ǧ ǡ ȅ

ƹ¡ ŭ Ǣ Ǟ ǡ ȅ ƹ¡
¤ Ǣ ╔Ⱨ    ǝǜ ǜǵ ǡ01 ¡ ǜǵ ǚ
ǲȅ ǴǾǆǛǚ  ǡ ǡ Ǜ ╔Ǚ ⱱȞºȼȢǡ ȅ
ǌ¡

╗ 02+/46 ⱦ

29ǱȆƿȆǋ ╔Ǚ
6 ƾǼ ǊǙƷǾǱȆƿȆǋ ǡ ƻ ȅ╥ǀ ǀ ƹǵ

ǡ
136+000 ⱦ

30 ╓ Șɒȿ ╔Ǚ
╓ ǡ2 ȘɒȿǞǗƷǙ ǋǸȆǛǂ Șɒȿ Ǚ ƻǞ

ǻǾ ȅ ƹǵǡ
Șɒȿ 10+0/3 ⱦ

31 Vh,Eh ╔Ǚ 0/ ǡƹǔ Q6 Ǟ Ǌǒ1 ȅ ǂ7 ǫǡVh Eh 6+573 ⱦ

˕ ֥ ֡ ֩ 024*450

32
╔ⱧǞ ǌǾ ╔ ⱱ

╔

¤ ȍɜȾɒǚƵǾ ╔ⱧǞƽǄǾ ȅ ǾǒǴ  ╔ ǫ
ǡ ⱱ ȅ ǚ ǌǾǝǜ ╔ⱧǞ ǌǾ ╔
ⱱ Ǟ ǽ ȆǚƷǂ¡
¤ǐǡ   ǝ ╔ Ǟ Ǆǒ ⱱǡǒǴ ═ Țȋ Ƿ Ǟ
ǌǾ ╢ǡּנ ǡƵǽ ǞǗƷǙ ȅ ƹ¡

╗ 0+802 ⱦ

33
Ⱨ ⱱ Èǆǜǵ ǚǵ

Ⱨ É
╔

¤ ŭ ƾǼ ǒǝ ǛǊǙ ǚ ǌǾÔ Ⱨ ⱱ
È Ôǆǜǵ ǚǵ Ⱨ ÕÉǞǗƷǙ  ǞƽƷǙǵ ǌ

Ǿ¡ Ǣ  ǡ ǞƾƾȂǼǍ Ǟ Ⱨ ȅ Ǌ 
ǝ ╔¤ ╔Ǚ ⱱȅ ƹǒǴ  ╗ Ǳǚǡ סּ ǡ ǚ 
ȅ ȂǍ ∞ ǚ Ǟ ǚǀǾ ¡ Ǜ Ǌ  ǡ
Ƿƾǝ Ǜ ǡ ↨ ȅ ǽ ǌǬǙǡ ǜǵǡ ǝ ╔ ȅ
ǊǙƷǂ¡

╔Ⱨ º ◖☺  

ǆǜǵⱧ
Ⱨ ⱱ

13/+077 ⱦ

34
Ũ ǜǵǡ Ǟ ǌ
Ǿ

ȤºȾȯȌȶȬȱȜºɔ
ȤɜȨº

Ôǆǜǵǡ ǡ Ǟ Ǆǒ ǡ Ǟ ǌǾ ÕǞ ǘǀ  ǜǵǷ
ǡ Ǟ ǌǾ È Ũ ǜǵǡ Ǟ ǌǾ
Éȅ ǌǾǵǡ¡

¥ Ů ũ 01 Ũ

ǜǵǡ Ǟ ǌǾ
ⱱ ≠

3+460 ⱦ

˖ ו ׅ׃ӄ׆֔ Ԇ ֦֜ ԓ֚ 16.*253

35
ȶȬȱɘºȘ

╔

ǡȶȬȱɘºȘ ȅ Ǌ ƷƾǝǾ ǚǵÔ Ǧȅ ǴǝƷÕ
↨ Ǌǒ ȅ ǌǾǵǡ¡ 1 ǚǡ ȅ ƾǊ  7 Ǣ
Ǿ11 ǡȶȬȱɘºȘ ȅ0/Faorǫ Ǌ ȘɒȏȲטּ Ǧ ǝ
ǜȅȢȱɕȢǝǂ ǚǀǾ ȅ ǌǾ¡

◖☺
080+23/ ⱦ

36
ǡ Ǟ Ȃǎǒ ⱱ

╔

Ǟ ¤ ƿ ǊǙƷǾנּ ǚ  ·ǡ Ǟ Ȃǎǒ
ǝ Ǧǡ ȅ ǌǾ ƿ ǱǖǙƷǾ ╔ ȅꞌⱱǌǾǒǴ  ǡ
Ǟ ȂǎǙ ǡ ǽǷ ⱱ╢ ȅ Ǌ  ǒǔǡ ǝ Ǧ

ȅ ⱱǌǾ¡

╗ ǥǛǽǡ ƾǝ ¤ ǀǾ
╔
ǡ Ǟ Ȃǎǒ ⱱ

22+664 ⱦ

37
03   6 ǞƽƷǙ ǫǡ ȅɓºȢ Ǟ

Ǚ ǌǾ¡ǆǿȅǵǖǙ  ǡ ǫǡ ȅ ǈǎǾǵǡ¡

¤ Ǯƾ02

¤ Ǯƾ5
3/+47/ ⱦ

38 שׁ
ǡ Ƿ ǡ ǝǜǡ ȅ Ǳƻ  7 Ǟ ƿ

Ǜ ǴǼǿǾ 2   3 ǞƽƷǙׁש ȅ ǌǾ¡
שׁ¤ È .

É
003+67/ ⱦ

39
╗ ¤

טּ

Ô ǒǝ ǘǂǽ¤ ╔ ǘǂǽ È ÉÕ
Ǟ ǘǀ  ȅ Ǟ ǴǾ¡ 00 ƾǼ ╗ ǚ
Ǣ   ǚǢ טּ ȅ ǊǙƷǾǒǴ  7
ƾǼǐǡ Ǟ ǌǾ¡

¤ ╗
≠

¤ טּ
≠

/ ⱦ
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No. Q7

֢ ԝׇ׆ 5.2*2.4

˔BV֥֤֦׆׃ ֩ ᵌ 52*054

40
╔Ⱨǡ ȅ ǌǾǒǴǡ
ǡ ¤

╔

¤ 5 Ô ╔ ǡ Ǟ ǌǾȋɜȚºȱ Õȅוֹ Ǳƻǒ
╔Ⱨǡ ȅ ƹǒǴ  Ǧ  ū Ǟ Ǌǒ ╔Ǚ

ⱱ ǞƽƷǙ Ǌǒ ╔Ⱨǡ ȅ ǌǾǒǴ  ╔Ⱨ
ǡ ǡ ¤ ȅ ǽ  ǡ ╔ǡ ǡ ȅ Ǿ ȅ
ǖǙƷǂ¡

╔Ⱨ º  
◖☺

13+810 ⱦ

41 ȞºȼȢǡ

ǞȍɜȨºȶȬȱȞȍȱȅ Ǌǒ ȞºȼȢ ǊǙ 
È Ƿ ǝǜÉȅɊºɔǚǷǽ ǽǌǾ¡
ǐǡ ȰºȨǚ ǈǿǒ ȅ  ȠȢȯɉǚQO@Ǟǻǽ
Ǟ ȅ ǌǾ ǲȅ ǌǾ¡
∙ Ǟǻǽ  ǞƾƾǾ ǡȜȢȱÈ Ƿ É  ǡ Ʒ
ǞƽǄǾɈȢÈ ǽÉǡ   ȅטּ Ʒ  ǝ Ʒ Ǟ
ǌ¡

ȠȢȯɉ טּ 16+822 ⱦ

42
ȠȢȯɉ¤ ǞƽǄǾCW ǡ ȅKnFnȾȒºɉȅ ǖǙ  ǌǾǆǛǞǻǽטּ

ǫǡ ƿ ǊƷ ǫǡ ȞºȼȢ ȅּס ǞǌǾ¡
ǝǊ / ⱦ

43 ɄºɉɃºȡTH½TW

ȞºȼȢǡ ƽǻǦ ǫǡ Ʒ Ȃǎ ǡǒǴ  ɄºɉɃºȡ
ǛǊǙ ǝȞºȼȢȰȟȍɜȅ ¤ Ǌ ǆǿǞ ǘǀȞȍȱ ǡ
TH.TWȅ ǌǾǛ Ǟ ɓºɜȢȨºȱȋȬɀ ǡ ǝ ƿּס Ǜǝ
Ǿ ȅ ǒǞ ǌǾ¡

10+311 ⱦ

˕ ᴆᵍᴤᴊ֩ ׆֥֣ ֩ 50*7/5

44
ȰȡȨɔּטǡ ǞǻǾ ǡ
טּ

ǡ ǞǗƷǙȰȡȨɔּטǡ ǦɇȶȡɊɜȱǡ ȅטּ ƹ¡ 61+806 ⱦ

˖ ԍ֟ ֥ ֩ ֣ 335*0/1

45 ǡǨǾǈǛ ǨǾǈǛ טּ

ǡǨǾǈǛ ǡ ȅ ƹ¡ ǡ╗
ÈŦE ǡ ÉǢ Ū Ǟ ȅ Ǌǒƿ ǐǡ Ǣ ū
Ũ ǡ ǻǽ ǊǙƷǝƷǒǴ  ǡ ǝ ƿǚǀǾ
ȅ ǌǾǵǡ¡

ǡǨǾǈǛ
01+10/ ⱦ

46
╔ È╗ É Ǟ ǘǀ  06 ƿ ǊǙƷ

Ǿ ǨǿƵƷ È Éǡ Ǧ ȅ ǌǾ¡

¤ ǨǿƵƷ

¤ ǨǿƵƷ
25+743 ⱦ

47
Ô ÕǞ ǴǼǿǒ ǡ ǝ ȅ
ǾǒǴ  ǡÔ Õǡ ƻ ȅ ǽ ǿǝƿǼ  Ǟƽ
ǄǾ ȅ ǌǾ¡

23+78/ ⱦ

48
Ô ÕǞ ǴǼǿǒ ǡ Ǟ ǌǾ

Ǟ ǘǀ  ƿ ǌǾ ǡ ǡ┐ ȅ Ǟ
ǻǽ Ǟ≠ ǌǾ¡

362+148 ⱦ
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☺

1/2/ȼȡɐɜ¤RCFƨ

╓ ɀɖșɒɉ
≠

Ā 1+1//

ȅ ǛǊǙ ƹǆǛȅ ǊǒǒǴ¡
ǡ ǚƵǾוֹ Ǜǡ Ȃǽ  ǡ ƷǛ ╓ ǛǡǗǝǁ 

ȘɒȏȲȾȊɜȰȌɜșǞƽǄǾ ǞǗƷǙǢ    ǡ Ǧ ╓
ɀɒȬȱȾȒºɉǡ◖ Ǟ ƾǊǙƷǂ¡

☺
  ≠╢

Ā 7/
  ≠╢ ǞǻǾ ∏Ǟ ǌǾ ≥ ☿ ȅ ╓ ɀɒȬ

ȱȾȒºɉǞ┌ Ǌ ǻǽ ǂ ≥ ☿ȅ ǌǾǻƹ ǊǒǒǴ¡
ă ╓ ɀɒȬȱȾȒºɉ Ǟ ǞƾƾǾ ǢǝǊ¡

☺ Ā 1+7/4

ⱱ ⱱ ≠ È ⱱ Ǟ ǌǾ◖☺ ƿ
ǝ ǚƵǾƾǞǗƷǙǡ ȅ Ǟǻǽקּ Ǌ  ȅ ǄǾ É

ǞǻǖǙ  ǝ ⱱ Ǟ ǌǾ ƾǼ ƻǾ ȅ Ǌǒ¡
Ǣ  Ǽǿǒ Ǟ ǘƷǒ ǚ ╢Ǟ ȅ ƹ Ǟ ǌǾǒǴ 
ǻǽ ǛǝǾǵǡ¡

☺
ⱱ

≠

Ā 8+24/
ⱱ ≠ ǚǢ  ǡ Ǧ

ǡ ≥ ȅ ǖǒ¡
Ǣ  ǡ ȅוֹ Ǟ  ǡ ȅ ǊǙƷǂ¡

Ǜ
ȏȘɒȍȳ ⱱ ≠

Ā 55/
3 2 Ǌ  Ǣ ∙ Ʒ¡ Ũ ǡ
Ǟ↨ ƿ ǼǿǾǆǛƾǼ ≠ ȅ ǌǾ¡

Ā 72
ǡ ǊǙƷǾ ¡Q7 ∙ Ǣ  ƿ ǈǿ

ȅ ǚ ǌǾ ƿǝǂǝǾ¡

Ŭ Ā 0/8+8/7
0/ 0 ȅ Ǟ Ǟ ǳǌǬǙǡ   ȅ Ǟ Ū ǇǛǞ ǌǾ
¡ Ǣ Ŧŧ Ǟ ǛǝǾ¡È Ƶǽ¥ 0/.0/É

Ā 35+786Ŭ Ǟ ǡǒǴ

Ā 25/ ƿ ǈǿǒǒǴ

זּ Ā 07 ƿ ǈǿǒǒǴ

≠ Ā 061 ƿ ǈǿǒǒǴ

≠ Ā 1+564

      ǚǡ ȅ ǡ
ǚ≠ ÈǒǱǊȆÉǞǻǽ ǄǙƷǒǵǡ¡Ȝɜȼȴ ȖɌȬȠɎɕȢ Șɕ
ȡȬȱ   ƿ ǊǙǀǒǒǴ  Ŭ Ů ȅǵǖǙ ǡ

ȅ Ǌǒǵǡ¡

Ǜ ¤ Ā 04/+///

ȅ Ǆ  ǡ ¤ ȅƽǆǝƹǵǡ¡╥ǀ ǀ ǫǡ ꞌ
Ǣ ǚƵǾǵǡǡ  ǝ ꞌƿ ǛǝǾ ￼ ǡ ǞǗƷǙǢ
Ŭ ǱǚǞ ǚǀǾ ǲǛǝǖǒǆǛƾǼ  ŭ ∙ Ǣ Ǟ
ꞌȅƽǆǝƹǒǴ  ȅ Ǌǒ ȅ ǒǞ ǌ
Ǿ¡

Ǜ
ǡ ≠

Ā 3/ ǡ ǲƿǝƷǒǴ

Ǜ ╓ Ā 351
ע ǡ Ǟ Ʒ Ǌƿ ǈǿ ǊǝƷ ǚ ȅ
ǌǾǆǛǛǝǖǒ¡ ǞǢ ǚ ǊǙƷǾȕȍȲȭȋº  ǡ
ȍɂɜȱǞ ǡ ƿ סּנּ ǛǊ  ȅ ǴǙƷǂǆǛǛǌǾ¡
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È ≠╢ É
Ā 0+15/

6 Ǟ ǖǙƷǒÔ 3 Õǡ Ǟǻǽ
ǽǡ È 3 Ú 0 Éǚ ǌǾǵǡ¡

È ≠╢ É
Ā 0+15/

6 Ǟ ǖǙƷǒÔ 3 Õǡ Ǟǻǽ
ǽǡ È 3 Ú 0 Éǚ ǌǾǵǡ¡

ɏȴȹºȞɔȰȟȍɜ
È É

Ā 2/
  ȅ Ǟ ǊǙƷǝƷǒǴ  7 Ǣ ǡ ǡ

ǲȅ ǌǾǵǡ¡È ǫǡ Ǣ É

È
≠ É

Ā 0+616

ǡ ǡ ǝǜȅ Ǳƻ  ǡ ȅ ǡ ƾǼ Ǌǒ
ǒǴ¡
È ÉQ6 ¥Ŷ Ᵽ Úŷ
~~~~Q7 ¥ŷ Ᵽ ÚŸ
È ÉQ6 ¥Ŷ Ᵽ
~~~~Q7 ¥ŷ

טּ È
Ⱳ טּ

É
Ā 00+377

ǡ È5/ðÉȅ Ǳƻ  6 ǡ ǚ ǊǙƷǒǵǡȅ 
6¤7 ǡ1ƾ Ǟ ǌǾǵǡ¡
ă 6 ǡ╗ ȅ 7 ǛǊǙ ǌǾ ǲǡǒǴ

ȿɖȬȘ ↨
╢

Ā 1+863
ȿɖȬȘ ǡ Ǟ Ʒ  ╢ǡ

Ǌȅ ¡

ȿɖȬȘ ↨
È ȿɖȬȘ

É
Ā 6+4//

5 ƾǼ 6 Ǳǚǡ ' Ǟ Ǌ0/.0/(ǚƵǖǒǒǴ
ǌǾǵǡ¡
ǛǝǾ10 ǡƹǔ8 Ǣ ǚ 1 Ǣ2 Ǟ ¡

È

É
Ā 6

6 Ŧ 10 Ǆ ǞǻǽÔ
Õƿ ǛǝǖǒǒǴ  ƿ Ǌǝǂǝǖǒǵǡ¡

טּ È
≠

É
Ā 435+/40

5  6 ǚIQ≠ ǚ ǊǙƷǒ ≠ ƿ
ǌǾǒǴ¡

טּ È
'

ÉÉ
Ā 28+306

Ǣ  6 ƾǼ8 ǡ2ɞ ǚIQ≠ ǚ
≠ ȅ ǊǙƷǾ¡ǒǓ IQ ∙ ǡ Ƿ ◖ Ǟ ƿǝƷ￼
ǞǗƷǙǢ  ǞǙ ȅ ǌǾǆǛǛǊǙƷǾ¡ǐǡǒǴ  6
Ǣ ™ƿ ǡIQ ǡ ǞǗƷǙ ǚ Ǌǒ¡Q7 Ǣ 

ǊǙƷǝƷƿ  ǡ ǡ ǞǗƷǙǢ  ƿּס ǝǒ
Ǵ IQ ≠ ǡ Ǌǒ 8 Ǟ ȅ ǊǙƷǾ¡

È É
Ā 2+1/06 ǡǒǴ¡

ǡ ȤɜȨº
◖☺ ≠

Ā 15+784
ǡ ȤɜȨºOk`mSǞƽǄǾ ◖☺ ǡ ≠ ¡ 7

ǻǽ ǫ┌ ǌǾǡǞ Ʒ  ¤ ǛǵǞ Ǌ¡

ǡ ¤
≠

Ā 1+860
Ǧ ǡ ǝ Ƿ ȅǱǛǴǒOQɕɆºȱǞǻǽ

ǞƽǄǾ Ǧ ȅ ǌǵǡ¡OQɕɆºȱ ȅŨ ǇǛǞ
¡ 6 ǢOQɕɆºȱǡ Ǜ Ǟǻǽ ¡Ǌǒǵǡטּ

ǵǡǘǂǽǡ Ǌǈꞌⱱɀɖ
ȡȐȘȱ ≠╢

Ā 54/
ǡ ƿ ǱǾ04 ǻǽ Ǟ ǵǡǘǂǽǡ ǲȅ ǋǙ ǡƵǾ

ȅ╔ ǌǾǒǴ ǵǡǘǂǽ ǡ ǞƾƾǾ ȅ ¡ 7 Ǣ
☺ǚ ǌǾǒǴ ≠╢ Ǣ
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ȢɆºȭטּ
≠ Ā 627 ǚ ȅ ǊǙƷǾǒǴ  8 Ǟ ¡

ȢɆºȭטּ ȏȒºȖɜșȋɀɓ
≠

Ā 6+3/2
ȢɇºȱȾȒɜ ǄǡȏȒºȖɜșȋɀɓǡ ȅ ƹ¡ 6 Ǟȋɀɓ ƿ
Ǌ ¡

ȢɆºȭטּ
≠╢ Ā 0//

╔ ǡ ≠╢ ǡ≠╢ ¡ 6 Ǟ ≠╢
ǞǻǾ ƿ Ǌ ¡

ȢɆºȭטּ È
⌡ É

Ā 2+4536 Ǟ ɀºɔǡ Ǟ Ʒ ¡

ȢɆºȭטּ
דּ Ā 4+5546 Ǟ ǡ ǨǿƵƷɄºɔǡ דּ Ǟ Ʒ ¡

ȢɆºȭטּ דּ ≠
Ā 0+4//6 Ǟ ǡ ǨǿƵƷɄºɔǡ דּ Ǟ Ʒ ¡

ȢɆºȭטּ
Ā 53

Ǟ ǝ Ǟ Ǿ ǡǒǴ  ╔ ◖☺ ≠
ǡ Ǟ ǴǾ ꞌǫ ¡

ȢɆºȭטּ
Ā 15+6746 Ǟ ǡǒǴ ¡

ȢɆºȭטּ
Ā 7+3886 Ǟ ǡǒǴ ¡

ȢɆºȭטּ
Ā 0+/456 Ǟ ǡǒǴ ¡

ȢɆºȭטּ Ʉºɔ
Ā 1+0346 Ǟ ǡǒǴ ¡

ȢɆºȭטּ
È ǀ É Ā 3+/876 Ǟ ǡǒǴ ¡

ȢɆºȭטּ ǔǺǆǖǛȏȒºȖɜș
≠

Ā 331

Ǟ Ǿ ȅ ƿ ƹǆǛǚ ≠╢ƿȢɆºȭ Ǟ ǚǀǾǻƹǞǌ
ǾǒǴ  ƾǼȢɆºȭ ≠╢ Ǟ ǊǙ≠╢ ƾǼ≠╢ ǫ ǊǙƷǾ
ǡ ǞǗƷǙ ¡ǌǾǵǡטּ 7 ƾǼǢ ÔȢɆºȭ ≠╢
Õ ǻǽ ǌǾ¡

ȢɆºȭטּ
ȢɆºȭ ╢ Ā 141

Ǟ Ǿ ȅ ƿ ƹǆǛǚ ≠╢ƿȢɆºȭ Ǟ ǚǀǾǻƹǞǌ
ǾǒǴ  ƾǼȢɆºȭ ≠╢ Ǟ ǊǙ≠╢ ƾǼ≠╢ ǫ ǊǙƷǾ
ǡ ǞǗƷǙ ¡ǌǾǵǡטּ 7 ƾǼǢ ÔȢɆºȭ ≠╢
Õǻǽ ǌǾ¡

ȢɆºȭטּ ȢɆºȭ
╢

Ā 141

Ǟ Ǿ ȅ ƿ ƹǆǛǚ ≠╢ƿȢɆºȭ Ǟ ǚǀǾǻƹǞǌ
ǾǒǴ  ƾǼȢɆºȭ ≠╢ Ǟ ǊǙ≠╢ ƾǼ≠╢ ǫ ǊǙƷǾ
ǡ ǞǗƷǙ ¡ǌǾǵǡטּ 7 ƾǼǢ ÔȢɆºȭ ≠╢
Õǻǽ ǌǾ¡
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ȢɆºȭטּ ȢɆºȭ ≠╢
Ā 25/

Ǟ Ǿ ȅ ƿ ƹǆǛǚ ≠╢ƿȢɆºȭ Ǟ ǚǀǾǻƹǞǌ
ǾǒǴ  ƾǼȢɆºȭ ≠╢ Ǟ ǊǙ≠╢ ƾǼ≠╢ ǫ ǊǙƷǾ
ǡ ǞǗƷǙ ¡ǌǾǵǡטּ 7 ƾǼǢ ÔȢɆºȭ ≠╢
Õǻǽ ǌǾ¡

ȢɆºȭטּ
ÈɀºɔÉ

Ā 38 ɀºɔǡ טּ ǡ Ǟǻǽ @DCǡ ƿǝƷǒǴ ¡

Ā 8+085ƷǌȨȘȠº◖ ǡ Ǟ ƹ

ǡ ǘǂǽ Ā 0+378ȰȍȚȋ Ǟ ƹ

ȤºȾȯȌ
ȶȬȱȜºɔ
ȤɜȨº

ǜǵǡ
╠

Ā 183
ŧ ǜǵǡ ɓºȾɕȬȱǡ╠ ¡ Ũ ÈQ8
00 É Ǟ Ȃǎ ɓºȾɕȬȱ ǡǒǴ Q7 Ǣ╠ Ǌǝ

Ʒ¡

ȤºȾȯȌ
ȶȬȱȜºɔ
ȤɜȨº

ǜǵǡ
≠

Ā 2/7
Ũ ǜǵǡ ÈQ8 00 É ǡ ǛǌǾǒǴ Q
Ŭ Ǟ ȅ ǖǒǒǴ Q7 Ǣ ǊǝƷ¡

ƿȆ Ā 2+287

═ ǡ ═ Ǟǻǽ ǈǿǾÔ ƿȆ
≠╢ ÕƾǼǡ ȅǨǱƻǙ ┘ƿȆ ǞǗƷǙ ȹɓȏɉ ȅ Ǌ

ǫ╗ ¡ǌǾǵǡטּ
Ô ǡ ÕÔ ǡ ÕÔ ╗ ÕǡǌǬǙǞƽƷǙוֹ ƿטּ
ǚƵǾǆǛƾǼ  ǡ ǵǨǱƻǙ ǞƽƷǙǵ╗ ȅטּ ǴǾ¡

ƿȆ Ā 0/+8/3

¤ ȤɜȨºǚ ǊǙƷǾƿȆ È Éǡ ǞǗƷǙ 
ƾǼǡ ȅǨǱƻǙ  Ǟꞌǋǒ ǲȅ ǚǀǾǻƹǞ  ǡ
È ≠ ÉǓǄǚǢǝǂ  ǵ ≠ǊǙנּ ȅ ǌǾǵǡ¡' 6
Ǟ Ǟ ǌǾ ƿ Ǌ  É

CWǡ    טּ ǡ ǝǜ ·ǝɀɒȢ Ǟוֹ ¡

╓
Ā 036

╓ ǞǙ ǊǙƷǾּז ǡɓºȢ Ǟ Ʒ  ǡ
Ǌ  ȅǌǾǵǡ¡

¤ טּ ȠȢȯɉ1 ¥ Q7 4 20
¤ȍɜɅȰȌ0 ¥Q7 2 20

טּ ȠȢȯɉ0 È ɓºȢÉǛ ȏȐºȿ0 È ɓºȢÉǞ
¡

╔ Ⱨ Ā 244
Ⱨ Ǟ ǊǙ ◖☺ ȅ ǌǾǆǛǞǻǽ ╔ǡ Ǜ ȅ

ǾǆǛȅ ǛǌǾǵǡ¡ ¤ ǡ ƽǻǦ ǡ Ǜǡ
ǡ Ǌȅ Ǌ  ǛǊǒ¡

╔
╔Ⱨ ¤טּ טּ
≠

Ā 6+554
╓ǞƽǄǾ ╔Ⱨǡ ¤טּ ǡǒǴǡטּ ǝ ȅ ƹ

ǒǴǡȜɜȞɔǫǡ≠ ¡ ≠ Ǣ Ŭ ǚ Ǌ  ŭ ƾǼǢ
¤ ǡ Ǟ┌ǾǒǴ  ǌǾǵǡ¡

╔
╔

≠
Ā 566

╗ Ǟטּ Ʒ ╔ ǡ ƿǝǂǝǽ  ╔Ⱨǡ ǡǲǛǝǖǒǒ
Ǵ  ǞǻǾ ¡

╔
Ȝɜȼȴ¤ ɇȶº

≠
Ā 053

╗ Ǟטּ Ʒ ╔ ǡ ƿǝǂǝǽ  ╔Ⱨǡ ǡǲǛǝǖǒǒ
Ǵ  ǞǻǾ ¡

╔ ╢ Ā 1+/21
╔ⱧǞ ǌǾ ╢Ǟ Ǌ ȅ ǌǾǆǛǞǻǽ ╔

ǡ Ǜ ȅ ǾǆǛȅ ǛǌǾǵǡ¡ ¤ ǡ ƽǻǦ ǡ
Ǜǡ ǡ Ǌȅ Ǌ  ǛǊǒ¡

ǜǵּק
ⱱȤɜȨº

ǜǵ ⱱȤɜȨº
Ā 2+048

¤ ╔ǙǡɒɜȲɇºȘǘǂǽɀɖȡȐȘȱ ǚ ǊǙƷǒ ∕ǈȆǛǡɒ
ȍȿɃȍɜȯȌɜșǞǗƷǙ Ƈ6 2 ȅ ǀ ƻǾǒǴ ¡
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ǜǵּק
ⱱȤɜȨº

ⱱ Ā 0+867

Ũ Ū ƾǼ ȜɖȳȏȍɔȢǡ☼ ǚ ǽ Ƿ ǡ ⱱƿ ǄǼ
ǿǝǂǝǖǒ ǝǜǫǡ ⱱȅ Ǟ ȅ Ǵǒǵǡ¡ ȜɖȳȏȍɔȢ
ƿ4 Ǟ┌ Ǌǒ Ƿ ǡ ⱱ ƿ ǈǿǙǀǙƷǾǆǛȅ
Ǳƻ  6 ǡ ȅǵǖǙ ¡ 7 Ǣ  Ǳǚǡ
ǡ ȅ ǖǙ ¡

ǜǵּק
ⱱȤɜȨº

¤ ╔Ǚꞌⱱ ╓
≠ È
, ¤ ╔Ǚꞌ

ⱱ É

Ā 31+4//
¤ ╔Ǚꞌⱱ ¥ È ǡǒǴǡ ⱱ Ǟ ÉǞ Ʒ 
╓ ≠ ȅ

ǜǵּק
ⱱȤɜȨº

╔ ȺȬȚºȡ ≠
È ,
¤ ╔Ǚꞌⱱ É

Ā 0+4//

╔ ȺȬȚºȡ¥ 6 ǚ ǛǝǾǒǴ ǆǿǞ Ǿ╔ ȺȬ
Țºȡ
ă ǡǮƾ  6 Ǟ Ʒ · Ô╔ ȺȬȚºȡ ╓
≠ Õǵ ǛǊǙƷǾ

Ā 10+00/
ǡ  ȅǢǋǴטּ Ƿ ǞǻǾ ǫǡ ⱱ ƿ Ǌǒ

ǆǛǞ Ʒ  Ŭ ȅǵǖǙ ȅ ǊǒǆǛǞǻǽ Ǌ
ǒ¡È Ŭ ũ ǞǙ סּ É

ⱱ È ⱱ ╔
½ É

Ā 6+405

ⱱ ╔ ǡ ∙   ⱱ ȅ Ǟ ǌǾǝǜ
ⱱ ╔ǡ Ǟ ǽ ǲ  ǡÔ ⱱ ╔ǡ ȅ ǾÕǛƷƹ ƿ
ǒǈǿǒǆǛȅוֹ ǲ  ⱱ ╔ ǡ ȅ Ǌ 
¤ ⱱ ǡ ȅ ǂǆǛǛǊǒǒǴ Ǌǒ¡

ⱱ È ⱱ ╔
½ É

Ā 1+504

ⱱ ╔ ǡ ∙   ⱱ ȅ Ǟ ǌǾǝǜ
ⱱ ╔ǡ Ǟ ǽ ǲ  ǡÔ ⱱ ╔ǡ ȅ ǾÕǛƷƹ ƿ
ǒǈǿǒǆǛȅוֹ ǲ  ⱱ ╔ ǡ ȅ Ǌ 
¤ ⱱ ǡ ȅ ǂǆǛǛǊǒǒǴ Ǌǒ¡

Ⱨ È Ⱨ
╢  

Ⱨ◖☺   Ⱨ
É

Ā 05+678 Ⱨ ⱧǞ ƹ ¡

ⱱ
╗ Ā 25

꞉ Ǜǡ Ǟǻǽ ǡ ȅ Ʒ Q6 ǡ    
ȅ ꞉ ◖☺ ǫ┌ ǊǒǆǛǞǻǾ¡

ⱱ
È É Ā 436

¤ ◖☺ ≠ ǞǗƷǙ Q6 Ǣ 4/ Ǟǻǽ ȍɂɜȱ
ǡ ȅ ƹǒǴ Ǟ ǛǊǒǆǛǞǻǾ¡

¤ ╔
ⱱ

Ƞɔȹº ȤɜȨº
≠

Ā 2+161ȢȘºɔȹȢ ȅ ȢȘºɔȹȢǡ ≠ ǡ ǚ ƹǆǛǛǝǖǒǒǴ

¤ ╔
ⱱ

וּ Ā 054Q6 ǞǙ וּ ǡ ƿ ǊǒǒǴ
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